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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第55期

第２四半期

連結累計期間

第56期

第２四半期

連結累計期間

第55期

第２四半期

連結会計期間

第56期

第２四半期

連結会計期間

第55期

会計期間
自　平成20年10月１日

至　平成21年３月31日

自　平成21年10月１日

至　平成22年３月31日

自　平成21年１月１日

至　平成21年３月31日

自　平成22年１月１日

至　平成22年３月31日

自　平成20年10月１日

至　平成21年９月30日

売上高 （千円） 25,870,75423,148,59515,120,32113,234,16445,383,184

経常利益又は経常損失
（△）

（千円） 347,455481,922475,405539,028△62,217

四半期純利益又は当期純
損失（△）

（千円） 93,555 196,524215,047279,008△165,919

純資産額 （千円） － － 12,820,35412,978,00912,819,324

総資産額 （千円） － － 23,681,28523,210,69322,198,298

１株当たり純資産額 （円） － － 1,206.721,221.571,206.63

１株当たり四半期純利益
又は当期純損失（△）

（円） 8.81 18.50 20.24 26.26 △15.62

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益

（円） － － － － －

自己資本比率 （％） － － 54.1 55.9 57.7

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） 1,123,616△227,677 － － 1,330,232

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） △132,573△56,936 － － 117,682

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

（千円） △248,351△42,464 － － △290,987

現金及び現金同等物の四
半期末（期末）残高

（千円） － － 3,449,8033,497,4963,824,574

従業員数 （人） － － 620 582 592

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社における状況

平成22年３月31日現在

従業員数(人) 582 ［68］

(注)　従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含んでおります。）であり、臨時雇用者数（嘱託、パートタイマー、派遣社員）は、［　］内に当第２四半期連結

会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2)　提出会社の状況

平成22年３月31日現在

従業員数(人) 556 ［63］

(注)　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であり、臨

時雇用者数（嘱託、パートタイマー、派遣社員）は、［　］内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　大型物件事業

(イ)受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

部門 受注高(千円) 前年同四半期比(％) 受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

　タイル工事 958,288 ＋11.1 2,409,103 △12.6

　住宅設備工事 1,075,975 △40.3 2,473,283 △9.1

　合計 2,034,264 △23.7 4,882,387 △10.9

(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

(ロ)完成工事実績

当第２四半期連結会計期間における完成工事実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

部門 完成工事高(千円) 前年同四半期比(％)

　タイル工事 1,844,806 △15.0

　住宅設備工事 1,849,392 △34.7

　合計 3,694,199 △26.2

(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。
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(2)　戸建住宅事業

(イ)受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

部門 受注高(千円) 前年同四半期比(％) 受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

　タイル工事 1,592,474 ＋5.4 564,300 △0.8

　住宅設備工事 3,905,112 ＋5.0 1,674,830 △10.8

　合計 5,497,587 ＋5.1 2,239,131 △8.5

(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

(ロ)売上実績

当第２四半期連結会計期間における売上実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

部門 売上高(千円) 前年同四半期比(％)

　販売実績 　 　

　　タイル及び関連商品 1,983,316 △24.3

　　住宅設備機器 879,357 ＋1.9

　　小計 2,862,674 △17.8

　完成工事実績 　 　

　　タイル工事 1,992,977 ＋1.2

　　住宅設備工事 4,684,314 ＋0.4

　　小計 6,677,291 ＋0.7

　合計 9,539,965 △5.7

(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

(ハ)商品仕入実績

当第２四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門に示すと、次のとおりであります。

部門 商品仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

　タイル及び関連商品 2,547,927 △15.7

　住宅設備機器 3,953,271 ＋6.9

　合計 6,501,198 △3.2

(注)　上記金額には消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気対策の実施を受け一部持ち直しの兆しが見ら

れるものの、デフレの傾向は依然として続いており、雇用情勢も改善されず個人消費も低迷するなど、景

気の先行きは依然として不透明なまま推移しております。

不動産市場におきましては、「住宅版エコポイント制度」等政府による緊急経済対策への期待から住

宅への関心の高まりは見られるものの、全国新設住宅着工戸数が16か月連続で減少する等、厳しい事業環

境が続いております。

このような状況のなか当社グループは、戸建住宅事業については、既存取扱商品の拡大を図るととも

に、プレカット商材及び太陽光発電システムなどの新商材をラインナップに加え、取扱商品の一段の拡充

によるトータル受注を推進いたしました。また、地場工務店に重点を置いた新規顧客の獲得を継続的に推

進し、取引基盤の拡充に努めました。更に、利益率の向上のために原価管理意識を高め、発注ミスや施工ミ

スによる無駄なコストの削減など原価管理の徹底に注力いたしました。大型物件事業については、新工法

のセラミックルーバー工事及び大型陶板工事の営業を推進し、外壁大規模修繕の一括受注にも取組みま

した。また、工事品質と利益率の改善のために原価管理、工程管理を徹底いたしましたが、マンションや大

型商業施設の新設着工の停滞が続いており、その影響を受けて低調な結果となりました。管理面において

は、人件費やその他経費の抑制と不良債権の発生の防止等による販売費及び一般管理費の削減にも注力

いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間における売上高は132億34百万円と前年同四半期に比べ18億86

百万円（12.5％）の減収となりました。損益面では営業利益は５億15百万円（前年同四半期比15.9％

増）、経常利益は５億39百万円（前年同四半期比13.4％増）、四半期純利益は２億79百万円（前年同四半

期比29.7％増）となりました。

　

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①大型物件事業

当連結会計年度より該当する工事内容について工事進行基準を適用しましたが、マンションや大型商

業施設の新設着工の停滞による需要低迷の影響を受け、売上高は36億94百万円と前年同四半期に比べ13

億８百万円（26.2％）の減収、営業利益は２億31百万円と前年同四半期に比べ87百万円（27.4％）の減

益となりました。

なお、売上高は第２四半期（１月～３月）及び第４四半期（７月～９月）に集中する傾向になってお

ります。一方、販売費及び一般管理費は年間を通じて平準しており、このため、第２四半期（１月～３月）

及び第４四半期（７月～９月）において営業利益が増加する傾向があります。

②戸建住宅事業

当連結会計年度より該当する工事内容について工事進行基準を適用しましたが、新設住宅着工戸数の

減少による売上高の減少により、売上高は95億39百万円と前年同四半期に比べ５億77百万円（5.7％）の

減収となりましたが、営業利益は原価管理の徹底及び経費削減や不良債権の発生の減少により、４億67百

万円と前年同四半期に比べ１億64百万円（54.2％）の増益となりました。
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(2)　財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ10億12百万円増加し、232

億10百万円となりました。これは主として、受取手形・完成工事未収入金等が23億50百万円増加したこと

によるものであります。

　

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ８億53百万円増加し、102

億32百万円となりました。これは主として、ファクタリング未払金が４億48百万円増加したことによるも

のであります。

　

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ１億58百万円増加し、

129億78百万円となりました。これは主として、利益剰余金が１億54百万円増加したことによるものであ

ります。

　

(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ２億

６百万円増加し、34億97百万円となりました。

　

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、２億35百万円（前年同四半期は10億39百万円の資金の収入）となり

ました。主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益の増加91百万円、仕入債務の増加額８億46百万円、破

産更生債権等の減少額１億９百万円であり、主な減少要因は、たな卸資産の増加額14億98百万円、売上債

権の増加額３億44百万円によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、28百万円（前年同四半期は15百万円の資金の支出）となりました。主

な増加要因は、投資有価証券の取得による支出の減少15百万円であり、主な減少要因は、貸付金の回収に

よる収入の減少29百万円によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果著しい資金の増減はありません（前年同四半期は96百万円の資金の支出）。主な増加

要因は、短期借入金の純減少額の減少１億円によるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(5)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な変更はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、売却及び

除却等について、重要な変更はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、売却及び除却等の計画

はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,000,000

計 27,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第２四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成22年３月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成22年５月14日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 10,704,960 10,704,960
大阪証券取引所
（JASDAQ市場）

単元株式数100株

計 10,704,960 10,704,960－ －

（注）株式会社大阪証券取引所と株式会社ジャスダック証券取引所が平成22年４月１日付で合併したことに伴い、当

社株式は株式会社大阪証券取引所に上場することとなりました。

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成22年１月１日～

平成22年３月31日
－ 10,704,960 － 896,350 － 848,923
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(5) 【大株主の状況】

平成22年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

　阿部一成 東京都足立区 1,453 13.58

　阿部哲二 東京都練馬区 1,257 11.75

　阿部溢子 東京都足立区 1,047 9.78

　阿部太一 東京都足立区 519 4.85

　阿部亮平 東京都足立区 519 4.85

　アベルコ従業員持株会
東京都足立区鹿浜３－３－３
㈱アベルコ内

505 4.73

　ＧＯＬＤＭＡＮ　ＳＡＣＨＳ　Ｉ
ＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ

133　ＦＬＥＥＴ　ＳＴＲＥＥＴ　ＬＯＮＤＯＮ
　ＥＣ４Ａ　２ＢＢ，Ｕ．Ｋ

432 4.04

　株式会社東京都民銀行 東京都港区六本木２－３－11 250 2.34

　竹田和平 愛知県名古屋市天白区 228 2.13

　橋本総業株式会社 東京都中央区日本橋小伝馬町９－９ 205 1.92

計 ― 6,420 59.98
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(6) 【議決権の状況】

①　【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式） 　

－
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式普通株式 80,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,594,900105,949 同上

単元未満株式 普通株式 29,160 － 同上

発行済株式総数 　 10,704,960 － －

総株主の議決権 　 － 105,949 －

(注) １　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、3,300株(議決権33個)含まれておりま

す。

２　単元未満株式には当社所有の自己株式９株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

株式会社アベルコ
東京都足立区鹿浜
３－３－３

80,900 － 80,900 0.76

計 － 80,900 － 80,900 0.76

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年10月 11月 12月 平成22年１月 ２月 ３月

最高(円) 273 263 280 280 285 305

最低(円) 250 245 245 258 258 265

(注)　最高・最低株価はジャスダック証券取引所におけるものであります。なお、、ジャスダック証券取引所は平成22年

４月１日付で大阪証券取引所と合併しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年１月

１日から平成21年３月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、また、当第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平

成22年３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,497,496 3,824,574

受取手形・完成工事未収入金等 11,605,203 9,255,196

商品 437,172 445,384

未成工事支出金 ※3
 1,795,063 2,556,482

材料貯蔵品 17,148 16,323

繰延税金資産 224,046 256,763

その他 319,059 394,072

貸倒引当金 △246,631 △235,522

流動資産合計 17,648,558 16,513,276

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 969,421

※1
 1,001,516

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 5,559

※1
 7,795

土地 3,083,306 3,083,306

その他（純額） ※1
 79,983

※1
 85,050

有形固定資産合計 4,138,271 4,177,668

無形固定資産

のれん 47,671 53,666

その他 156,767 130,140

無形固定資産合計 204,439 183,806

投資その他の資産

投資有価証券 211,540 226,727

長期貸付金 580 800

繰延税金資産 198,567 268,818

その他 1,424,951 1,539,019

貸倒引当金 △616,215 △711,818

投資その他の資産合計 1,219,425 1,323,546

固定資産合計 5,562,135 5,685,021

資産合計 23,210,693 22,198,298
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,808,203 4,546,721

ファクタリング未払金 3,102,883 2,653,948

未払法人税等 160,701 －

未成工事受入金 917,692 920,486

完成工事補償引当金 25,310 25,125

工事損失引当金 ※3
 32,137 36,252

その他 593,222 631,861

流動負債合計 9,640,152 8,814,395

固定負債

退職給付引当金 67,375 68,083

役員退職慰労引当金 7,110 4,950

役員退職慰労未払金 46,730 50,930

その他 471,316 440,615

固定負債合計 592,531 564,578

負債合計 10,232,683 9,378,973

純資産の部

株主資本

資本金 896,350 896,350

資本剰余金 848,923 848,923

利益剰余金 11,254,004 11,099,976

自己株式 △32,813 △32,803

株主資本合計 12,966,464 12,812,446

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,545 6,877

評価・換算差額等合計 11,545 6,877

純資産合計 12,978,009 12,819,324

負債純資産合計 23,210,693 22,198,298
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 25,870,754 23,148,595

売上原価 22,821,745 20,294,452

売上総利益 3,049,009 2,854,143

販売費及び一般管理費 ※
 2,757,319

※
 2,421,052

営業利益 291,690 433,090

営業外収益

受取利息 46,668 40,388

受取配当金 2,617 2,334

不動産賃貸料 7,533 6,462

その他 8,973 9,730

営業外収益合計 65,793 58,916

営業外費用

支払利息 9,028 10,083

その他 1,000 －

営業外費用合計 10,028 10,083

経常利益 347,455 481,922

特別利益

固定資産売却益 － 11,522

貸倒引当金戻入額 4,055 7,083

持分変動利益 3,330 －

特別利益合計 7,385 18,605

特別損失

固定資産除却損 3,183 1,833

投資有価証券評価損 9,988 23,908

退職給付費用 58,396 －

雇用調整支出金 － 38,111

特別損失合計 71,567 63,854

税金等調整前四半期純利益 283,273 436,674

法人税、住民税及び事業税 189,830 140,843

法人税等調整額 △111 99,306

法人税等合計 189,718 240,149

四半期純利益 93,555 196,524
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 15,120,321 13,234,164

売上原価 13,281,956 11,558,857

売上総利益 1,838,364 1,675,307

販売費及び一般管理費 ※
 1,393,679

※
 1,159,832

営業利益 444,684 515,475

営業外収益

受取利息 23,880 21,044

受取配当金 863 896

不動産賃貸料 3,869 3,524

その他 7,108 3,197

営業外収益合計 35,722 28,662

営業外費用

支払利息 4,737 5,080

その他 265 28

営業外費用合計 5,002 5,109

経常利益 475,405 539,028

特別利益

貸倒引当金戻入額 4,055 10,633

持分変動利益 3,330 －

特別利益合計 7,385 10,633

特別損失

投資有価証券評価損 8,829 23,908

退職給付費用 58,396 －

雇用調整支出金 － 18,357

特別損失合計 67,225 42,266

税金等調整前四半期純利益 415,565 507,395

法人税、住民税及び事業税 183,014 135,787

法人税等調整額 17,503 92,599

法人税等合計 200,517 228,387

四半期純利益 215,047 279,008
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成21年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 283,273 436,674

減価償却費 83,952 72,194

のれん償却額 8,268 5,994

貸倒引当金の増減額（△は減少） 155,427 △84,493

役員退職慰労引当金及び未払金の増減額（△は
減少）

△20,817 △2,040

工事損失引当金の増減額（△は減少） 7,266 △4,114

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,730 △708

受取利息及び受取配当金 △49,286 △42,722

支払利息 9,028 10,083

持分変動損益（△は益） △3,330 －

売上債権の増減額（△は増加） △180,818 △2,352,800

破産更生債権等の増減額（△は増加） △169,006 112,893

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,346,918 768,807

その他の流動資産の増減額（△は増加） 51,186 34,616

仕入債務の増減額（△は減少） △373,777 716,282

その他の流動負債の増減額（△は減少） 4,357 △9,133

その他 5,543 35,945

小計 1,164,916 △302,521

利息及び配当金の受取額 51,886 40,191

利息の支払額 △11,875 △13,256

法人税等の支払額 △81,310 △5,744

法人税等の還付額 － 53,653

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,123,616 △227,677

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △106,225 △15,016

有形固定資産の売却による収入 305 11,522

無形固定資産の取得による支出 － △40,793

投資有価証券の取得による支出 △16,330 △426

貸付けによる支出 △19,299 △25,560

貸付金の回収による収入 38,644 12,209

その他 △29,667 1,128

投資活動によるキャッシュ・フロー △132,573 △56,936

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △166,670 －

自己株式の売却による収入 18 －

自己株式の取得による支出 △41 △10

配当金の支払額 △84,871 △42,453

その他 3,212 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △248,351 △42,464

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 742,691 △327,078

現金及び現金同等物の期首残高 2,707,111 3,824,574

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,449,803

※
 3,497,496
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日)

会計処理基準に関する事項の変更 （完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更）

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用して

おりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19

年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、

第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期

間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については、工

事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,071,865千円増加し、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ49,405千円増

加しております。

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
　
　

　

　

【表示方法の変更】

　

　
当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日)

四半期連結キャッシュ・フロー計
算書関係

 

前第２四半期連結会計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含めていた「無形固定資産の取得による支出」は金額

的重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間より区分掲記することと

しております。

なお、前第２四半期連結会計期間の「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含まれる「無形固定資産の取得による支出」は16,616

千円であります。
　 　

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日)

四半期連結キャッシュ・フロー計
算書関係

 

前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含めていた「無形固定資産の取得による支出」は金額

的重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することと

しております。

なお、前第２四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含まれる「無形固定資産の取得による支出」は21,530

千円であります。
　 　

【簡便な会計処理】

　

　

　

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成22年３月31日)

繰延税金資産及び繰延税金負債の

算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営

環境等に著しい変化がなく、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がない

と認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予

想やタックス・プランニングを利用する方法によっており、前連結会計年度

末以降に経営環境等に著しい変化があるか、又は、一時差異等の発生状況に著

しい変化が認められた場合には、前連結会計年度決算において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したも

のを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第２四半期連結会計期間末

(平成22年３月31日)

前連結会計年度末

(平成21年９月30日)

※１　固定資産の減価償却累計額

有形固定資産の減価償却累計額 2,257,051千円

 

※１　固定資産の減価償却累計額

有形固定資産の減価償却累計額 2,225,428千円

 

２　特定融資枠契約（借手側）

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行う
ため主要取引金融機関と特定融資枠契約を締結し
ております。

特定融資枠契約の総額 5,000,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 5,000,000千円

 

２　特定融資枠契約（借手側）

当社グループは、運転資金の効率的な調達を行う
ため主要取引金融機関と特定融資枠契約を締結し
ております。

特定融資枠契約の総額 5,000,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 5,000,000千円

 

※３　損失が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金
と工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示して
おります。

損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工
事支出金のうち、工事損失引当金に対応する額は
21,942千円であります。

―――――
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成21年３月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成22年３月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。

運賃荷造費 153,074千円

給料手当 1,070,197千円

退職給付費用 109,097千円

賞与 185,661千円

賃借料 129,582千円

貸倒引当金繰入額 206,931千円

減価償却費 71,969千円

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。

運賃荷造費 155,969千円

給料手当 970,541千円

退職給付費用 108,045千円

賞与 190,055千円

賃借料 126,117千円

貸倒引当金繰入額 20,509千円

減価償却費 63,968千円

 
　 　

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間

(自　平成21年１月１日

　至　平成21年３月31日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成22年１月１日

　至　平成22年３月31日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。

運賃荷造費 84,382千円

給料手当 566,131千円

退職給付費用 58,831千円

賞与 65,509千円

賃借料 69,591千円

貸倒引当金繰入額 99,410千円

減価償却費 38,620千円

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は
次のとおりであります。

運賃荷造費 81,645千円

給料手当 488,854千円

退職給付費用 53,643千円

賞与 69,116千円

賃借料 62,361千円

減価償却費 32,407千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成20年10月１日

　至　平成21年３月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年10月１日

　至　平成22年３月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年３月31日現在）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸
借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年３月31日現在）

　

現金及び預金勘定 3,449,803千円

現金及び現金同等物 3,449,803千円

　

　

現金及び預金勘定 3,497,496千円

現金及び現金同等物 3,497,496千円

　
　 　

　

(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　

平成22年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期

連結会計期間末(株)

　普通株式 10,704,960

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期

連結会計期間末(株)

　普通株式 80,909

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年12月17日
定時株主総会

普通株式 42,496 4.00平成21年９月30日平成21年12月18日利益剰余金

　

５　株式資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）

　

　
大型物件事業

(千円)

戸建住宅事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 5,002,59910,117,72215,120,321 － 15,120,321

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

－ 27,456 27,456 (27,456) －

計 5,002,59910,145,17815,147,777(27,456)15,120,321

営業利益 319,003 303,257 622,261(177,576)444,684

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

　

　
大型物件事業

(千円)

戸建住宅事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 3,694,1999,539,96513,234,164 － 13,234,164

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

7,592 10,319 17,911 (17,911) －

計 3,701,7919,550,28413,252,076(17,911)13,234,164

営業利益 231,453 467,684 699,138(183,662)515,475
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前第２四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日）

　

　
大型物件事業

(千円)

戸建住宅事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 6,362,65319,508,10125,870,754 － 25,870,754

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 61,732 61,732（61,732） －

計 6,362,65319,569,83325,932,487（61,732）25,870,754

営業利益 275,352 436,219 711,572（419,882） 291,690

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な内容

(1) 大型物件事業……ビル・マンション等の大型物件市場における内外装タイル・床タイルの工事、ユニット

バス・システムキッチン・高級浴槽・その他住宅設備の工事、石材・乾式工法による大

型セラミックタイルの工事、空調・衛生設備の工事

(2) 戸建住宅事業……戸建住宅市場における内外装タイル・床タイル・エクステリア・その他タイル関連商品

・浴槽・給湯器・システムキッチン・衛生設備・その他住宅設備関連商品の販売及び工

事

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は425,805千円であり、その主なもの

は、総務、経理部門等の管理部門に係る費用であります。

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）

　

　
大型物件事業

(千円)

戸建住宅事業

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 5,226,74917,921,84523,148,595 － 23,148,595

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高

7,592 40,855 48,447（48,447） －

計 5,234,34117,962,70123,197,042（48,447）23,148,595

営業利益 155,106 684,474 839,581（406,491） 433,090

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な内容

(1) 大型物件事業……ビル・マンション等の大型物件市場における内外装タイル・床タイルの工事、ユニット

バス・システムキッチン・高級浴槽・その他住宅設備の工事、石材・乾式工法による大

型セラミックタイルの工事、空調・衛生設備の工事

(2) 戸建住宅事業……戸建住宅市場における内外装タイル・床タイル・エクステリア・その他タイル関連商品

・浴槽・給湯器・システムキッチン・衛生設備・その他住宅設備関連商品の販売及び工

事

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は407,538千円であり、その主なもの

は、総務、経理部門等の管理部門に係る費用であります。

４　会計処理の方法の変更

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）

完成工事高の計上基準の変更

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間から「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用しておりま

す。

この結果、従来の方法によった場合と比較して、「大型物件事業」は売上高が1,026,451千円増加、営業利益

が47,203千円増加し、「戸建住宅事業」は売上高が45,413千円増加、営業利益が2,202千円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年１月１日　至　平成22年３月31日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　平成22年３月31日）

海外売上高がないため該当事項はありません。
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(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年３月31日）

その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、前連結会計年度

末に比べて著しい変動が認められます。

その他有価証券で時価のあるもの

　
取得原価

(千円)

四半期連結貸借対照表

計上額(千円)

差額

(千円)

株式 130,632 156,077 25,444

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年９月30日)

　

１株当たり純資産額 1,221円57銭

　

　

１株当たり純資産額 1,206円63銭

　
　 　

　

２  １株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

　

１株当たり四半期純利益金額 8円81銭

　

　

１株当たり四半期純利益金額 18円50銭

　
　 　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成22年３月31日)

四半期純利益（千円） 93,555 196,524

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 93,555 196,524

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,624 10,624
　 　 　

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

　

１株当たり四半期純利益金額 20円24銭

　

　

１株当たり四半期純利益金額 26円26銭

　
　 　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

四半期純利益（千円） 215,047 279,008

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 215,047 279,008

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,624 10,624
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を

行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著

しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月12日

株式会社アベルコ

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　木　智　博    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    柴　谷　哲　朗    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社アベルコの平成20年10月1日から平成21年9月30日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成21

年1月1日から平成21年3月31日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成20年10月1日から平成21年3月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アベルコ及び連結子会社の平成21年3

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成

績並びに第2四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年５月11日

株式会社アベルコ

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   大  木  智  博    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   柴  谷  哲  朗    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   秋  田  秀  樹    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社アベルコの平成21年10月1日から平成22年9月30日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（平成22

年1月1日から平成22年3月31日まで）及び第2四半期連結累計期間（平成21年10月1日から平成22年3月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アベルコ及び連結子会社の平成22年3

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第2四半期連結会計期間及び第2四半期連結累計期間の経営成

績並びに第2四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載のとおり、会社は当第１四半期連

結会計期間から「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用してい

る。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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